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  地域情報 ア・ラ・カルト 

 

中国帰国者定着促進センター(所沢センター) 
 
今年の４月に大阪のセンターが閉所となり、

定着促進センターは所沢センターだけとなって

しまいました。 
 所沢センターでは、また、帰国直後の初期集

中研修（６ヶ月）という従来からの事業のほか

に、これまで支援・交流センター（首都圏セン

ター）が行っていた全国の帰国者に対する日本

語遠隔学習支援事業とスクーリング支援事業を

受託し、全国各地に定着した帰国者の学習を中

長期にわたって支援する役割を併せ持つことに

なりました。 
 帰国したばかりの帰国者を迎え入れ、６か月

間の研修を行って定着地に送り出す、これが今

までの私たちの主な役割でしたが、大阪の定着

促進センターが閉所となった今年度からは、国

費帰国者と同伴家族のすべてを所沢センター１

ヶ所で受け入れることになります。 
 また、センターを修了し全国各地に定着した

帰国者に対しても、遠隔学習やスクーリング等

の形で支援を続けることになります。今後帰国

する人々だけでなく、これまで所沢センターを

巣立っていった人々や他の定着促進センターを

経て定着した人々、あるいは、定着促進センタ

ーを経ていない自費の帰国者や呼び寄せ家族も

含め、より多様な帰国者とその家族の学習に対

する支援に全面的に取り組むことになります。 
 これに合わせて、当センターでは教務関係の

組織を改め、今までの初期集中研修を主に担当

する教務第一課と遠隔学習及びスクーリング支

援関係を中心に担当する教務第二課から成る教

務部を創設※することとなりました。今後は、

このニューズレターの読者の方々の他、自立研

修センターや支援・交流センター、都道府県、

そして新支援策で支援の中心的な主体と位置付

けられている定着地市区町村などと、今まで以

上に連携を広げ深めるように努めていかなけれ

ばなりません。 
 本紙でも、今号から新たなコーナー《遠隔学

習インフォメーション》を設け、定期的に遠隔

学習情報や定着地での学習事情などについて紹

介していきたいと考えています。 
 
※従って本紙の編集・制作も、教務課講師会か

ら教務部講師会へと変わりました。本紙につ

いてのご意見・お問い合わせも、新しいメー

ルアドレスにお願いいたします。アドレスは

本紙１頁上部に記載してあります。 
(電話／FAX 番号は変わっていません) 

 
 
 

 
ニュース記事から 2008.01.11～2008.05.10. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★本紙 40 号で紹介した帰国者二世 城戸久枝さんの『あの戦争から遠く離れて』（情報センター

出版局）が 2007 年大宅壮一賞を受賞しました。 

 
2008/01/16 ｢改正中国残留邦人支援法」臨時国会で成立 

2008/02/23 残留孤児訴訟、兵庫原告全員が大阪高裁での訴えを取り下げ、終結 

2008/03/07 職業訓練校へ 日系外国人の子供たちの入校促進／浜松 

2008/03/11  大阪原告団も取り下げ＝中国残留孤児訴訟、地・高裁とも終結 

2008/03/13 京都原告団、京都地裁での訴えを取り下げ 

2008/04/01 広島高裁の原告 61 人と弁護団 ３月 31 日訴えを取り下げ 

2008/04/09 残留婦人体験談に感銘、私財で調布に『不忘の碑』建立 国立の女性 

2008/04/10 残留孤児訴訟：振り返る写真展／岡山 

2008/04/13 残留孤児を迎えて歴史と現状を学ぶ「2008 年平和とくらし展」／倉敷 

2008/04/27 残留孤児「支援する兵庫の会」発足１周年、「尊厳を守る会」結成 

2008/05/02 高い日本語力の外国人在留条件など優遇へ－外務省 

2008/05/03 本格的な｢移民社会」到来に備えて「移民政策学会」設立へ 

 ニュース記事から 
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毎年 11 月 3 日東山公園で帰国者交流会 

「はがき絵教室」 

「ゆっくりパソコン」のクラス 

 
人気の「太極拳教室」 

 
 
東海・北陸センターは 2006 年 9 月に開所し 1

年半になりました。帰国者とその家族の自立のた

めの学習支援、交流事業、相談事業を行っていま

す。学習支援では、現在、通学課程に延べ 250 名

ほどが日本語やパソコンの学習に通っています。

(複数のコースを受講している学習者がいるため

実際の人数は約 150 名。) 平日（水・金）は主に

1 世世代を対象としたクラスを、土・日は 2・3 世

世代を対象にした様々なクラスを設けています。

日本語では「ひらがな」から学べる「日本語文法

文型①」コースから「日本語能力試験 1 級受験対

策」コースまで、また、生活者の日本語「医療」

「交通」「消費生活」「近隣会話」のクラス、「運転

免許学科対応」クラス、就労現場での語彙・漢字

や会話を学ぶ「実用

日本語」クラス、パ

ソコンでは 1世世代

を対象とした「ゆっ

くりパソコン」クラ

ス、主に 2・3 世世

代を対象とした「入

門」から「ワード」、

「エクセル・電子メール」のクラスと幅広いクラ

スを設けています。中でも「ゆっくりパソコン入

門」クラスは、多分、センターのこのクラスに入

らなければパソコンには無縁だったかもしれない

方が 6 ヵ月後にはインターネットで中国のニュー

スを見たり、年

賀状や暑中見

舞のはがきを

作成したり、簡

単な自己紹介

文が日本語で

打てるように

なり、感激です。

能力試験受験対策のクラスでは 1 級、2 級で毎年、

数名の合格者をだし、日本語への自信に繋げてい

ます。一方、遠隔学習のスクーリングも毎月 10 ク

ラスほど設けています。時間的、経済的に毎週は

通学できなくても1ヶ月に1～2回ならセンターに

来られるという方などが、参加しています。 
 
相談事業で

は、帰国者の年

齢層の拡大、生

活環境の多様

化などにより、

相談内容も多

様化してきた

ので、専門機関、

行政機関等と連携し学習相談、就労相談、生活相

談などに対応しています。 
 
交流事業では、「交流サロン」での日本文化交流

会を始め、「太極拳教室」、「ピンイン学習」、「はが

き絵教室」などセンター内の事業のほか、積極的

に外に出て地域の伝統行事や旧跡などを探訪する

「地域探索教室」など、帰国者の皆さんが少しで

も地域に親しむきっかけになればと期待していま

す。また、医療や介護への関心も高く「健康づく

り教室」も人気で、健康でいきいきした生活がで

きるよう機会を提供しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 東海・北陸センター：巣山・鵜飼 ) 
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行政・施策 

★厚生労働省から ●平成 20 年度 中国残留邦人対策関係予算の概要 

【19 年度予算額】  【20 年度予算額】 

１，７８０百万円 → １１，１４５百万円 

（※職業安定局及び職業能力開発局計上分含む 
 １，８３８百万円 → １１，２５１百万円）  
中国残留邦人に対して、従来の施策に加え、そ

の置かれた特別な事情に配慮した新たな支援策を

講ずるため、第 168 回国会（臨時会）において成

立した「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び

永住帰国後の自立の支援に関する法律の一部を改

正する法律（平成 19 年法律第 127 号）」を踏まえ、

老後の生活の安定、地域での生き生きとした暮ら

しが実現できるよう支援する。 
 
１.中国残留邦人に対する新たな支援 

 ０百万円 → 9,939 百万円 

（１）中国残留邦人に対する支援給付の実施  
０百万円 → 9,116 百万円 

 ① 中国残留邦人に対する支援給付 

 老齢基礎年金を満額受給してもなお生活の安定

が十分に図れない中国残留邦人等に対して、新た

に生活支援給付、住宅支援給付、医療支援給付な

どの各支援給付を実施し、生活の安定を図る。 
 ② 「支援相談員」の配置 

 中国残留邦人に理解が深く、中国語ができる「支

援相談員」を福祉事務所等に配置し、円滑な実施

体制を整備する。 
 
（２）地域社会における生活支援の実施 

  ０百万円 → 562 百万円 

 ① 地域における中国残留邦人支援ネットワー

ク事業  
 地域における多様なネットワークを活用し、中

国残留邦人が気軽に参加できるような仕組みを作

り、地域の中での理解、見守りや支え合いなど地

域で安定して生活できる環境を構築する。 
 ・地域住民の理解を得るための研修会の実施 
 ・地域住民等との調整を行う支援リーダーを配 

置して、地域における交流事業等に気軽に 
参加できる仕組みを構築 

 ・自立指導員、自立支援通訳等の派遣事業の 
実施  

 ② 身近な地域での日本語教育支援 

 中国残留邦人が身近な地域で学べる場を提供し、

それぞれの状況に応じた支援を実施する。 
  ・地域のボランティア団体等が実施する日本 

語教室に対する助成を実施 
  ・民間の日本語学校を利用し、日本語を習得 

する者に対する受講料の補助 
  ・ボランティア団体等が地域で実施している 

交流事業に対する助成 
 
（３）啓発・広報の実施 

 ０百万円 →  53 百万円 

 中国残留邦人問題への国民の理解と協力を得る

ための啓発・広報等を実施する。 
 
２.２世・３世に対する就労支援 

（※職業安定局及び職業能力開発局計上分） 

 58 百万円 → 106 百万円 

 ２世・３世の就労による自立を図るため、ハロ

ーワークにおけるきめ細かな職業相談・職業紹介

や試行雇用の実施等の就労支援を促進する。 
 
３.定着自立援護（自立研修センター、支援・交流 

センター運営経費等） 

 1,103 百万円 → 501 百万円 
 
４.帰国援護（帰国旅費の支給、定着促進センター 

運営経費等） 

 621 百万円 → 645 百万円 
 
５.訪日調査等  

 56 百万円 →   60 百万円 
 
◆中国残留邦人に対する新たな支援関連 

平成 19 年度補正予算の概要 25,368 百万円 

 １.老齢基礎年金の満額支給のために必要な保

険料の追納   25,161 百万円 
  中国残留邦人の老後の生活の安定を図るため、

老齢基礎年金の満額支給を行うために必要な年

金保険料を全額国庫負担で追納する特例措置を

講ずる。 
 
２.広報事業経費等  207 百万円 

  中国残留邦人に対して新制度の広報等を実施

する。
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― 支援者の皆様へ ― 

以下の情報(本紙に同封のリーフレット※)を入手していない帰国者の配偶者や二世三世をご存じ

でしたら、このリーフレットをお渡しくださるようお願いいたします。  

※日本語版／中国語版／ロシア語版あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

★援護基金から 

● 二･三世に対する教材費援助  
日本語学習通学課程(各地の中国帰国者支

援・交流センターが担当)、また遠隔課程(４月

より所沢センターが担当：この事業受託機関の

変更については本紙２頁で報告)の教材費は、こ

れまでは、帰国者一世(配偶者を含む)は全額免 
 

 
除、二･三世は全コース一律 1000 円を自己負担

とし残りは当基金が補助していましたが、平成

20 年４月より当基金が二･三世に対して全額援

助を行うこととしました。これにより、二・三

世にかかる通学／遠隔 両課程受講者の教材費

は全て援護基金が援助いたします。

● ホームヘルパー養成及び介護関連資格取得にかかわる援助 
 

当基金では、ホームヘルパー養成講座受講者

に対し授業料の一部の援助を行ってきましたが、

平成 20 年からは、援助の対象となる講座がさら

に広がりました。援助の対象となる講座は、 

① ホームヘルパー２級講座 

② ホームヘルパー１級講座 

③ 介護福祉士受験対策講座 

④ ケアマネージャー（介護支援専門員） 

受験対策講座 

詳しくは中国帰国者支援・交流センターＨＰ

http://www.sien-center.or.jp/magazine/index
.html の中国帰国者向け情報誌『天天好日』

28-30 号をご覧ください。 

援助の対象者は、中国・樺太等帰国者一世、

二世及び三世並びにそれぞれの配偶者です。援

助額は、当該講座受講料（消費税含む）の 80％
で、援助額の上限は８万円です。募集は毎月行

っていますが、申請書類等は原則として当該講

座受講前に提出してください。 

 

お問い合わせ・資料請求 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門１－５－８  

オフィス虎ノ門１ビル 

㈶中国残留孤児援護基金 業務調査課 

 TEL：03-3501-1050、FAX：03-3501-1026

帰国者の配偶者や二世・三世の皆さんへ 

◎ 外国籍の方々に対する公的年金制度について 

 日本の国籍を取得した方や永住者の在留資格を取得した方については、 
① 日本に住所のあった 1961 年４月から 1981 年 12 月までの期間 

② 海外にお住まいになり日本に住所のなかった 1961 年４月以後の期間 

は、原則として、合算対象期間（いわゆる「カラ期間」）として、年金の受給資格期間に算入さ

れることとなっています。 

 

 ただし、この取扱いは、65 歳の誕生日の前日までの間に日本国籍又は永住者の在留資格を得て

いる必要があるので、永住帰国した残留邦人の配偶者や二世・三世の方々はご注意ください。 

 詳細については、別添リーフレットをご覧ください。また、社会保険庁の HP
（http://www.sia.go.jp/）にも掲載されていますので、ご参考願います。 
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 行政・施策 

★文部科学省から 
 
● 平成20年度実施事業について 文部科学省初等中等教育局国際教育課 

 
・「帰国・外国人児童生徒受入促進事業」 

 文部科学省は、平成 19 年度より「帰国・外国

人児童生徒受入促進事業」を実施し、外国人の

子どもに対する就学促進や帰国・外国人児童生

徒の学校への受入体制の整備等を行う実践研究

を実施しています。平成 20 年度においては、就

学前の外国人児童生徒への初期指導教室（プレ

クラス）の実施、日本語指導の際の補助や学校

と保護者との連絡調整等を行う際に必要な外国

語のわかる人材の配置等による地域・学校での

受入体制の整備を新たに行うこととしています。 

【平成 20 年度予算額 223,082 千円】 

（平成 19 年度予算額 157,052 千円）

 

・「JSL カリキュラム実践支援事業」 

文部科学省は、日本語を母語としない児童生

徒が日本語で学習に参加する力を育成するため

「JSL(Japanese as a second language 第二言

語としての日本語)カリキュラム」を開発しまし

た（平成 15 年７月に小学校編公表、平成 19 年

３月に中学校編公表）。平成 19 年度からは、JSL

カリキュラムを活用した指導の実践及び効果的

な実践事例の収集や、教員の指導力向上を目的

としたワークショップを開催する「JSL カリキ

ュラム実践支援事業」を実施し、平成 20 年度に

おいても、引き続き実施することとしています。 

【平成 20 年度予算額 35,467 千円】 

（平成 19 年度予算額 41,388 千円） 

 

 上記事業については、文部科学省ホームペー

ジにも掲載しておりますので、ご参照下さい。

（掲載URL：

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarine
t/003/001.htm#a02）

 

 
 

★文化庁から 

 

●「生活者としての外国人」のための日本語教育事業の実施 
 
近年，経済のグローバル化が進展する中で，

日本国内に定住する外国人が増加しています。

これらの人々が地域社会の中で孤立することな

く生活していくために必要な日本語能力を習得

できるよう、各地の優れた取り組みを支援し，

多文化共生社会の基盤づくりに資することを目

的に、平成 19 年度より「生活者としての外国人」

のための日本語教育事業を実施しています。 
事業の内容は，上に述べた目的を実現するた

め、以下に係る事業の企画及び実施を委嘱する

ものです。  
（1）日系人等を活用した日本語教室の設置運 

  営 
日系人等を日本語指導者として活用する

日本語教室を実施する事業  
（2）退職教員を対象とした日本語指導者養成  

   小・中・高等学校を退職した教員を対象 

に日本語指導者として必要な知識能力を 
身に付けさせるために養成講座を開設す 
る事業  

（3）日本語能力を有する外国人を対象とした

日本語指導者養成  
   日本語を母語としないが、一定の日本語

能力を有する外国人を対象に日本語指導

者として必要な知識能力を身に付けさせ

るために養成講座を開設する事業  
（4） ボランティアを対象とした実践的長期研

修  
   ボランティアとして日本語指導に従事し

ている者を対象とした、授業実習等の実

践を含んだ長期研修事業  
（5） 外国人に対する実践的な日本語教育の研

究開発  
   地域において活用することができる実践
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的なカリキュラム等を研究開発する事業  
（6） 日本語教育ハンドブックの作成・配布  

   外国人のための日本語教育ハンドブック

を作成・配布する事業  
19 年度に実施した事業の主な成果について

は、文化庁の HP および日本語教育大会等で報

告していくことにしています。 
詳しくは、文化庁のホームページ 
（ http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyou

iku/seikatsusya/index.html） 
を御覧ください。 

 
 
● 文化審議会国語分科会日本語教育小委員会の設置 

 
外国人の定住化傾向や社会参加の必要性の高

まりを受け、文化審議会国語分科会は，平成 19
年７月 25 日に日本語教育小委員会を設置しま

した。そして、現在の日本語教育をめぐる諸課

題について検討することとし、まずはそれらの

課題を明らかにすることを目指して関係者への

ヒアリングと審議を重ねました。そして、平成

20 年２月１日に開催された第 45 回文化審議会

総会国語分科会報告において、地域における日

本語教育の「内容の改善」、「体制の整備」、「連

携協力の推進」が今後検討すべき日本語教育の

課題として報告されました。続いて第 46 回文化

審議会総会が同月 14 日に開催され、前期に引き

続き国語分科会日本語教育小委員会において課

題の検討が行われることになりました。詳しく

は、文化庁のホームページで紹介されておりま

すので、ご覧下さい。 
（ http://www.bunka.go.jp/bunkashingikai/souk

ai/45/pdf/siryou_2_2.pdf） 
（文化庁文化部国語課 中野敦）

 

 
 

 
★ 研修会報告 

国立国語研究所 平成 19 年度 公開研究発表会 ：１月 26 日(土) 同研究所にて 
『生活日本語』の学習をめぐって― 文化・言語の違いを超えるために ― 

 

国立国語研究所は、毎年、「公開研究発表会」

という形で研究プロジェクトの成果を報告して

いる。平成 19 年度は、日本語教育基盤情報セン

ターにおける 4 つの研究グループから以下のタ

イトルで報告があった。 
① 生活のための言葉：国内外先行事例から学ぶ

こと、実態調査から明らかにすること 

② 評価の『ゆらぎ』を問い直す：評価観・評価

のプロセスを探る研究 

③ よくわかる日本語辞書とは 

④ 日本語教育データベースの構築：その課題と

可能性について 
近年、日本社会において外国人労働者の受け

入れ、また、定住化が進む南米からの日系人と

共にくらすための地域社会のあり方等について

の議論が新聞などの紙面に見られるようになっ

てきている。日本語教育の分野においても、留

学生やビジネスマンといった特定目的に限定さ

れない「生活のための日本語」が 1 つの焦点と

なっている観がある。そうした流れの中での今

回の発表は、特に①において、在住外国人の日

本語学習環境の現状と課題が概括されるととも

に、こうした定住外国人の一典型である中国帰

国者に対する日本語教育や、オランダにおける

移民に対する言語教育の学習項目／達成目標に

ついての調査結果が報告され、大変興味深い発

表となっていた。私たちの不断の問いかけであ

る「生活に必要な日本語力とは何か／何ができ

るようになることを目指せばいいのか」につい

て、オランダ等移民に対する言語政策が明確に

打ち出されている国の資料は大いに参考となる

ものであった。なお、これらの研究成果の詳細

については、国立国語研究所の HP 上※で閲覧

することができる。        (佐藤) 
※http://www.kokken.go.jp/  

研究活動→調査研究の成果 
発表①は 調査研究事業 「日本語教育にお

ける学習項目一覧と段階的目標基準の開

発」についてを参照

 研修会情報 
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 教材・教育資料 

ついに出た！ロシア語電子辞書 

サハリン帰国者にとって永らく待望だったロシ

ア語電子辞書のためのソフト CD-ROM XS-SA13

とデータ・カード XS-SA15MC、が、今年の３月カ

シオから発売となりました。メーカー希望小売価

格￥6,980（税込￥7,329）。データ・カードはもう少

し高くなります。電子辞書本体は別売（￥24.000
～42.000）です。 

CD-ROM には、三省堂のコンサイス露和辞典第

５版と和露辞典第３版が入っており、パソコンか

らカシオの携帯用電子辞書、EX-word 

DATAPLUS4 に入れて使うことができます。カード

の場合は、直接電子辞書に差し込んで使います。 

 

 

 

さらに同電子辞書には日本語大シソーラス―類語

検索大辞典、現代カタカナ語辞典、漢字源をはじ

め 100 ものコンテンツが入っており、ペンタッチ

による手書き検索ができるため、とても便利です。

ロシア語のキーボード配列はキーボードの下の液

晶画面で見ることができ、ロシア語の手書き入力

も可能です。パソコンに取り込んだり、新たな単

語を追加したりすることができないのは残念です

が、大きな辞書を何冊も持ち歩くことを考えると、

使いやすいことは言うまでもないでしょう。若い

人たちばかりでなく、紙の辞書の小さい字に悩ま

されてきた年配の帰国者、支援者にとっても朗報

ですね。

 

『 外国人母親のための子育て日本語表現 』 

2008 年 3 月刊 特定非営利活動法人ヤマガタヤポニカ 編著・発行 Ａ４判 91 頁 

 

日本人男性と国際結婚して日本で子どもを育て

ている外国人女性は、日常会話ではさほど困って

いなくても、子育ての場面では自分の言いたいこ

とが日本語でうまく表現できず、戸惑ってしまう

ことが少なくないようです。そういう場面で日本

語母語話者がよく用いる語彙表現は、一般的な日

本語の教科書では十分に取り扱われていないこと

も、その一因と考えられます。 

 そうした外国人女性が多く定住する山形県で、

彼女たちの切実な声を受けた NPO のヤマガタヤ

ポニカが、子育ての場面でよく用いられる日本語

の文型や語彙表現を一冊のテキストにまとめまし

た。それが本書です。 

 話題シラバスを採用した本書は、「食べ方のしつ

けをする」「勉強を励ます」「交通ルールやマナー

について教える」「かたづけを促す」「帰宅時間を

注意する」「不審者を警戒させる」「お手伝いをね

ぎらう」「ものの使い方を注意する」「ペットの扱

い方を教える」「テレビの見方を注意する」「けん

かのいきさつを聞いて、仲直りを促す」「練習をが

んばったことをほめる、励ます」「小さい子と上手

に遊べるように諭す」「怪我をした子を慰める」「朝

学校へ行く前の支度を促す」「子どもに病状を尋ね

る」「お風呂の入り方を教える」「学校からの配布

物や次の日の準備を確認する」といった 18 の場面

（課）で構成されています。これらはモジュール

形式となっていて、課の順序には関係なく、どの

課からでも学習を始めることが可能です。 

 各課の構成は、学習者の問題意識を喚起する「は

じめに」、関連語彙を取り上げた「言葉」、トピッ

クを会話場面で提示した「会話」、会話の中で登場

した特定の文型の発話意図を考えさせる「考えま

しょう」、文型を練習する「文法」、実際に自分の

子どもに話すことを想定した会話練習の「話しま

しょう」、学んだことを文字で書いて定着を図る

「書きましょう」の各部分から成り立っています。 

 本書の特徴としては、自然な会話を重視し、助

詞を省略した言い方や縮約形をそのままの形で提

示している点が挙げられます。また、学習者が自

習しやすいように、すべての漢字にルビを振って

いるのも大きな特徴です。 

★お問い合わせはヤマガタヤポニカ

（japonica@mub.biglobe.ne.jp）まで。
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『 み る  あ そ ぶ  に ほ ん ご ！ 』 が ダ ウ ン ロ ー ド で き る よ う に な り ま し た 。
http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/site/page/kurashi/gyosei/kokusaika/kyouzai/  

以前、本紙第 40 号 9 頁でも紹介した、山梨県南ア

ルプス市作成の就学期外国籍児童のための日本語

教材が、同市のホームページからダウンロードで

きるようになりました。同教材は「ひらがな 50 音」、

「ひらがなゲーム・タスク」、「索引・語彙対訳表」

から成り、ポルトガル語、英語、スペイン語、中

国語、韓国語の対訳付き。可愛らしいイラストも。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 2008 年度の進路ガイダンス 》各地の情報 

【東京】JICA 地球ひろば（広尾） 
①７月６日（日）②10 月５日（日） 
《NPO法人多文化共生センター東京》 
TEL・FAX：03-3801-7127 E-mail：tokyo@tabunka.jp

【長野】９～10月にかけて、長野市・松本市・上田市・

飯田市で実施予定 
《（財）長野県国際交流推進協会 春原 

TEL：026-235-7186》 

【滋賀】７月末から８月中旬までの間に開催予定 
《（財）滋賀県国際協会 光田

み つ だ

 TEL：077-526-0931》
【埼玉】 
①７月６日（日）川越地方庁舎         

②７月13日（日）草加市勤労福祉会館       

③７月27日（日）深谷公民館   
④10月12日（日）大宮ソニックシティ市民ホール  

《（財）埼玉県国際交流協会 加藤 E-mail：kato@sia1.jp》

【三重】〈津市〉会場：津市高茶屋市民センター 
①10月５日（日）高校進学ガイダンス   
②12月７日（日）就学ガイダンス 
《津市教育委員会人権教育課 TEL：059-229-3253》

【岐阜】８月 23 日（日）可児市多文化共生センター

《可児市国際交流協会：TEL：0574-60-1200／1122
E-mail：npokiea@ma.ctk.ne.jp 
または frevia@ma.ctk.ne.jp》 

【京都】《京都教育大学附属桃山中学校 佐々木 
７月 27 日（日）京都教育大学附属桃山中学校 
TEL：075-611-0264 FAX：075-611-0371》 

【神奈川】 
９月末～10月末（下記の県内５会場で実施予定） 
①かながわ県民センター 
②厚木ヤングコミュニティセンター 
③ひらつか市民活動センター 
④さがみはら国際交流ラウンジ 
⑤いちょう小学校コミュニティハウス 
《多文化共生教育ネットワークかながわ

http://www15.plala.or.jp/tabunka/index.htm》 
詳細は上記 HP で（６月末に UP 予定） 

◆今年度も、新たな情報が入り次第、当センターHP に

て紹介していく予定です。 
当センターHP コンテンツガイド〈進学進路支援情報〉→「高校進学ガイダンス情報」→ ◆2008 各地の情報(追加情報)  

 とん･とんインフォメーション 
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とん・とん インフォメーション 
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『 遠かった祖国への道 奈良中国「残留」孤児・婦人の証言 』刊行！A４判 140 頁 
 

本紙 28 号で紹介した奈良中国帰国者支援交

流会では、昨年より県内の帰国者やその家族の

体験談を編集していましたが、この度それが刊

行されました。県内の残留孤児・婦人、その家

族ら 29 人が、中国に残留するにいたった経緯と

祖国日本へ帰国するまで、そして帰国後の言葉

の壁、生活習慣、文化の違いによる日常生活の

苦労等がつづられた貴重な資料となっています。

750 部作成されて、県内の自治体、中高大学や

図書館、全国の帰国者支援団体等に寄贈されま

した。現在残部はありませんが、5 月中旬に増

刷される予定です。実費として 1000 円が必要

ですが送料は会の負担で入手可能です。 
問い合わせ先：奈良中国帰国者支援交流会 

Mail：shimomu@iris.eonet.ne.jp（事務局） 
TEL/FAX 0742-48-1860（井上芳昭会長宅） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

日本語遠隔学習支援(通信教育)は、本紙２頁で紹介したように、今年４月より、実施機関が、 
中国帰国者支援・交流センター(首都圏センター)から中国帰国者定着促進センター(所沢) 
に変わりました。 

 

  

《遠隔学習課程近況》 

 今年で７年目に入った《遠隔学習課程》は、現

在は、中国、サハリンからの帰国者向けに全部で

28 のコースを開講するまでになっています (詳し

くは次頁の一覧表に) 。2008 年５月の在籍者数も

延べ 1400 名に上り、その居住地域も全国 43 都道

府県に渡っています。 
特に今回の上期(４月)募集に対する反応は大き

く、前回の大規模募集時(昨年 10 月)を大きく上回

る数の応募がありました。新規応募者も、１世世

代と２，３世世代ともに大きな偏りなく含まれて

おり、この応募者急増には、「新しい支援制度」に

よる諸制度活用の推進や、この４月から２，３世

の《遠隔／通学 学習課程》教材費が全額補助され

るようになったことなどが背景にあると考えられ

ます(詳しくは本紙５頁で紹介)。その結果、４月生

は前回の 1.4 倍にあたる 300 件を超える受講者数

となりました。また、定員を超える応募があった

コースも多く、これまでは定員オーバーのため長

期間待ってもらわなければならなかったコースは

〈医療コース〉だけでしたが、今回、この他に〈入

門日本語コース〉等８コースが２ヶ月～数ヶ月待

ちという、応募者には大変申し訳ない状況になっ

ています。 
現在、《遠隔学習課程》および首都圏センターの

《通学課程》の利用登録者は 3000 名を超えてい

ますが、この７年間の応募の状況を見ていますと、

この数も実際に日本に定着している帰国者のほん

の一部ではないかと思われます。まだまだこの《遠

隔学習課程》を知らない帰国者がかなりいること、

また、日本語学習機会を必要としている潜在的学

習者が全国にたくさんいることを実感しています。

今後も全国各地に定着する帰国者が利用したい／

利用しやすいコースの充実、そして“待ち時間”

なくいつでもどこでも学習が始められるシステム

作りを目指して努力していきたいと思います。

 

41 号掲載記事のお詫びと訂正 

 

 本紙 41 号 9 頁でご紹介した、『日本語ビジネス文

書マニュアル』（2007、奥村他著、アスク）について、

一部記載ミスがありました。記事内では、「文書の書き

方についての解説文には、中・英・韓の翻訳がありま

すが、実際の日本語ビジネス文書のほうには翻訳があ

りません。」とありましたが、巻末に３ヶ国語の対訳集

がついています。お詫びして、訂正いたします。 

 遠隔学習インフォメーション 
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現在、開講／募集 しているコースです。 

中国帰国者対象 

生活場面日本語  
・交通コースⅠ・Ⅱ 
・消費生活コースⅠ・Ⅱ 
・医療コースⅠ・Ⅱ 

入門日本語文法文型コースⅠ・Ⅱ 
続・入門日本語文法文型コースＡⅠ・Ⅱ

続・入門日本語文法文型コースＢⅠ・Ⅱ

近隣交際会話コースⅠ・Ⅱ 
中国語ピンイン学習コース 

就職対応コース 
漢字ゆっくりコースＡⅠ・Ⅱ ／ ＢⅠ・Ⅱ 
中卒程度 数学コース ／ 高卒程度 数学コース

中卒程度 国語コース ／ 高卒程度 国語コース

漢字学習コースⅠ・Ⅱ 
読解の基礎コースⅠ・Ⅱ 
自己表現作文コースⅠ・Ⅱ 
運転免許学科試験対応コースⅠ・Ⅱ 
ホームヘルパー受講準備コース 

 
サハリン帰国者対象 

生活場面日本語  
・交通コースⅠ・Ⅱ 
・消費生活コースⅠ・Ⅱ 

近隣交際会話コースⅠ・Ⅱ 
就職対応コース 

漢字学習コース(1)Ⅰ・Ⅱ 
漢字学習コース(2)Ⅰ・Ⅱ 
漢字学習コース(3)Ⅰ・Ⅱ 
漢字学習コース(4)Ⅰ・Ⅱ 

 
詳細については 中国帰国者定着促進センター HP http://www.kikokusha-center.or.jp/ 
お問い合わせや資料請求は下記まで。 
※ホームヘルパーコースの応募書類も所沢センターにお送りください。 

〒359-0042 埼玉県所沢市並木 6-4-2 
 中国帰国者定着促進センター 受講生募集係 
 TEL：04（2993）1662 FAX：04（2991）1689 ﾒｰﾙ：kyohmu-2@kikokusha-center.or.jp 

 遠隔学習インフォメーション 

☆研修会情報 

●第７回 移住労働者と連帯する全国フォー

ラム 多民族多文化共生社会の明日のために

2008 年６月 14 日（土）・15 日（日）／川崎市教

育文化会館／

http://www.jca.apc.org/migrant-net/Japanese/
whatsnew/080614 15kanagawaforum j.html 
申込用紙に必要事項を記入の上、５月末まで 
申し込み先事務局：fax: 044(555)3362 
 メール： info@kanagawa-f08.sakura.ne.jp 

●母語・継承語・バイリンガル教育（MHB）
研究会大会 

「バイリテラル・バイカルチュラルの育成を目指

してー実践と課題」2008 年 8 月 10 日（日）／ 

桜美林大学プラネット淵野辺キャンパス（PFC）201
号室 詳しくは http://www.mhb.jp/  

（
事
例
紹
介
12
頁
の
続
き
）
受
け
て
落
ち
る
。
落
ち
て
か
ら
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

得
て
対
策
を
練
っ
た
。
作
文
の
試
験
が
あ
っ
た
会
社
も
、
日
本
語
力
で
だ
め
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
、
以
後
、
作
文
の
な
い
と
こ
ろ
で
探
し
た
。
今
の
会
社
の
試

験
は
国
語
・
数
学
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検
査
。
採
用
試
験
も
経
験
を
積
め
ば
と
る
べ
き
対

策
も
わ
か
っ
て
く
る
の
で
、
最
初
は
本
命
の
と
こ
ろ
を
受
け
な
い
方
が
い
い
。

「
キ
ャ
リ
ア
採
用
」
で
、
会
社
は
自
分
の
経
験
は
認
め
て
く
れ
て
い
る
が
、

会
社
と
し
て
中
国
と
の
大
き
な
つ
な
が
り
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。 

 

努
力
が
苦
に
な
ら
な
い
堅
実
派
だ
が
、
た
だ
堅
実
な
だ
け
な
の
で
は
な
く
、

情
報
を
き
ち
ん
と
集
め
て
大
き
な
転
換
へ
と
生
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
彼
ら

し
い
。
い
き
な
り
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
と
聞
い
た
と
き
は
驚
い
た
が
、
視
野
の

広
さ
と
綿
密
な
計
画
が
あ
り
、
今
の
自
分
に
は
何
が
ど
れ
だ
け
で
き
そ
う
か

と
の
見
積
も
り
も
確
か
だ
っ
た
。
彼
の
滞
米
生
活
を
支
え
た
奥
さ
ん
は
無
邪

気
な
大
ら
か
さ
を
持
っ
た
人
で
、
ベ
タ
ー
ハ
ー
フ
と
は
こ
の
２
人
に
言
う
の

で
は
と
い
つ
も
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
話
を
聞
い
て
ま
す
ま
す
そ
の
思
い
を

強
く
し
た
。

（An） 
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13
年
前
に
来
日
し
た
二
世
青
年
が
米
国
で
公

認
会
計
士
の
資
格
を
取
っ
て
帰
国
し
、
大
手
企
業

に
就
職
を
果
た
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、

勇
ん
で
取
材
に
出
か
け
た
。
以
下
、
彼
の
語
り
を

ま
と
め
た
。 

 

こ
の
稿
は
、
先
に
首
都
圏
セ
ン
タ
ー
NL
『
天
天

好
日
』
36
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

「
資
格
を
逆
輸
入 
―
米
国
公
認
会
計
士
の

資
格
を
得
て
―
」 

 

中
国
で
短
大
卒
だ
っ
た
の
で
、
帰
国
者
セ
ン
タ

ー
を
修
了
後
、
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し

て
い
た
が
こ
の
と
き
は
果
た
せ
ず
、
職
業
訓
練
校

で
OA
事
務
と
簿
記
を
学
ぶ
。
卒
業
後
、
会
計
事
務

所
に
就
職
。
夜
間
、
専
門
学
校
に
通
い
、
簡
単
に

と
れ
る
簿
記
１
級
ま
で
は
と
っ
た
。
こ
の
先
は
税

理
士
の
資
格
を
と
っ
て
会
計
事
務
所
開
業
と
い
う

の
が
一
般
的
な
コ
ー
ス
だ
が
、
自
分
で
開
業
す
る

の
は
大
変
だ
と
感
じ
て
い
た
。 

た
だ
、
会
計
の
仕
事
は
自
分
に
向
い
て
い
る
と

思
っ
た
。
そ
の
後
、
メ
ー
カ
ー
の
経
理
部
に
転
職
。 

こ
の
間
に
帰
国
者
二
世
と
結
婚
、
２
人
で
相
談

し
て
将
来
を
考
え
た
。
会
計
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
も
高
め
た
い
、
四
大
卒
の
資
格
も
ず
っ
と
ほ
し

か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
英
語
も
必
要
、
こ

の
３
つ
の
理
由
か
ら
、
日
本
の
会
計
士
よ
り
合
格

率
が
高
い
と
い
う
米
国
の
公
認
会
計
士
の
資
格
取

得
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
合
格
率
の
高
い
大
学

院
も
ネ
ッ
ト
で
調
べ
（
全
米
平
均
40
％
、
目
指
す

大
学
院
は
７
、
８
割
）
、
退
職
し
て
渡
米
の
準
備

を
し
、
翌
年
、
26
才
で
単
身
渡
米
。 

半
年
間
現
地
で
英
語
を
学
び
大
学
に
編
入
。
中
国

の
短
大
で
の
単
位
は
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
卒

業
に
は
３
年
が
必
要
だ
っ
た
。
卒
業
後
、
大
学
院
の

１
年
間
の
会
計
士
コ
ー
ス
に
進
ん
だ
。
こ
の
コ
ー
ス

は
も
と
も
と
修
了
時
に
会
計
士
の
試
験
を
受
け
る
た

め
の
コ
ー
ス
だ
が
、
試
験
は
４
科
目
あ
り
、
多
く
の

学
生
が
在
学
中
か
ら
１
科
目
ず
つ
受
験
を
開
始
す
る
。

30
人
中
４
人
が
留
学
生
だ
っ
た
。 

今
年
１
月
に
合
格
し
て
帰
国
、
就
職
活
動
を
開
始
。

３
ヶ
月
後
、
外
資
系
企
業
の
財
務
経
理
部
に
決
ま
る
。 

◆
米
国
で
の
生
活 

１
年
目
は
独
り
で
寂
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日

本
人
の
社
会
人
留
学
生
仲
間
が
２
人
で
き
た
。
や
は

り
社
会
経
験
の
あ
る
人
と
の
方
が
話
が
合
う
。
今
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。 

学
費
は
貯
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
、
大
学
の
奨
学
金
で

ま
か
な
っ
た
。
学
費
を
全
額
貯
め
て
か
ら
で
な
く
て

も
、
初
め
に
半
額
ぐ
ら
い
出
せ
れ
ば
入
学
で
き
る
の

で
、
入
学
後
ア
ル
バ
イ
ト
や
奨
学
金
で
残
り
を
ま
か

な
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。 

英
語
で
の
講
義
も
テ
キ
ス
ト
を
予
習
し
て
お
け
ば

何
と
か
つ
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
、
そ
の
う
ち
徐
々

に
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学

は
１
ヶ
月
に
１
度
テ
ス
ト
が
あ
り
、
小
テ
ス
ト
は
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
で
も
大
変
で
４
年
で
卒

業
で
き
る
の
は
半
数
し
か
い
な
い
。
宿
題
も
多
く
、

勉
強
は
大
変
だ
っ
た
が
、
仕
事
の
疲
れ
と
学
業
の
疲

れ
は
違
う
。
勉
強
は
自
分
１
人
に
だ
け
返
っ
て
く
る

こ
と
で
、
人
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
も
な
い
し
、
責

任
も
感
じ
な
く
て
も
い
い
。
だ
か
ら
、
も
と
も
と
勉

強
す
る
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
い
自
分
は
楽
な
気
持
ち

で
学
業
に
専
念
で
き
た
。 

妻
が
来
て
か
ら
は
寂
し
さ
も
解
消
、
大
学
の
家
族

寮
に
入
っ
た
た
め
、
同
じ
寮
に
住
む
留
学
生
た
ち
と

家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
に
な
る
。
中
国
人
が
多
か

っ
た
。
妻
は
主
に
奥
さ
ん
仲
間
と
交
際
。
配
偶
者
ビ

ザ
の
人
向
け
の
英
語
ク
ラ
ス
に
２
年
く
ら
い
通
い
、

そ
の
後
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
へ
。 

交
際
仲
間
に
は
恵
ま
れ
た
。
郊
外
へ
交
替
で
運
転

し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ

を
開
い
た
り
と
楽
し
か
っ
た
。
滞
在
地
は
山
の
多
い

自
然
豊
か
な
土
地
で
、
特
に
夏
休
み
中
は
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
い
た
。
２

人
で
車
で
50
分
の
近
さ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
国
立
公

園
な
ど
あ
ち
こ
ち
へ
出
か
け
た
。
家
の
前
の
庭
も
自

由
に
使
え
た
の
で
、
妻
は
野
菜
を
植
え
た
り
し
て
い

た
。 ア

ウ
ト
ド
ア
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
ん
だ
。
２

人
と
も
泳
げ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
大
学
の
プ
ー
ル
で

練
習
し
て
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
も
毎
週
、
近

所
の
プ
ー
ル
に
行
っ
て
い
る
。 

◆
就
職 

外
資
系
を
中
心
に
国
際
化
の
進
ん
で
い
る
会
社
を

探
し
た
。
し
か
し
、
本
命
の
１
つ
は
面
接
が
先
に
あ

り
、
面
接
は
OK
だ
っ
た
の
だ
が
、
対
策
な
し
で
筆
記

試
験
（
英
語
・
国
語
・
数
学
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
適
性
検
査
を 
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